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２ 近隣地域における石堤の調査の目的とその内容 
 

３ 石堤の構造・技術等に関する分析 

 石堤の構造・技術等の分析を行うため、今回実施した12箇所の石堤および石積み関連施設の調査結果を整
理した。次に、山形県米沢市に現存する石堤『直江堤』の構築技法や構造の特徴等の分析から石積み形態の
年代を類型化している手塚孝氏（山形県米沢市教育委員会）の提示（以降、「手塚氏石積技法分類」と呼ぶ。）を
基に、調査した12事例の石堤等の分析を行った。その結果、「手塚氏石積技法分類」による築造年代は概ね符
合した。 

『八幡の石堤』 

年代 不明

規模（現存） 120m

天端 3.1m

法面勾配（裏） 約1:2

石の積み方 空積/乱積

石の種類 野面石

石の大きさ 24～45cm

 『八幡の石堤』の調査票 

４ 『八幡の石堤』の築造に関わる検討 ５ まとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①信玄堤 ②雁行堤 ③清正堤 ④直江堤 ⑤百間石垣 ⑥羽毛山堤 ⑦岩神の石堤 ⑧烏川の石堤 ⑨八幡の石堤 ⑩雄川堰 ⑪八幡川砂
防堰堤群

⑫権現堂川
   用水樋管群

築造年代 １５４２年 １５８３年 １５８８年 １６１４年 １６８６年 １８６４年 １８９７年 １９３５年 不明 １６４２年 １８８１年 １９０５年
石の積み方 空積 ／乱積 空積 ／乱積 不明 空積 ／乱積 空積 ／乱積 空積 ／乱積 練積 ／乱積 空積 ／乱れ谷積 空積 ／乱積 空積 ／乱積 空積 ／乱れ谷積 練積 ／切石積
法面勾配

（川表/川裏）
１：１ 垂直に近い値 １：１ 垂直に近い値 １：３／１：１ １：０．５／１：０．５　 １：１／１：１ １：１／１：１ 不明／１：２

石の大きさ（ｃｍ） ３０～６０ ５０～１００ ２５～５０ ３０～５０ ３１～５８ ３１～６３ ３３～４５ １７～２７ ２４～４５ １３～２０ ５５～８５ 　２０・

堤長（ｍ） 　１５００・ 　３３・ 　１２０００・ 　１２００・ １５００・ 　９２・ 　８２・ 　１０００・ 　１２０・

天端（ｍ） 　１５・ 　４・ 　５２００・ 　５・ 　８．８・ 　１．３・ 　５．５・ 不明 　３．１・

石の種類 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 野面石 切石

設置河川 御勅使川 笛吹川 加勢川 最上川 大谷川 千曲川 利根川 烏川 小俣川

区分 年代区分 特徴
Ａ類 江戸前期頃 巨石を中央に設置して周りに礫を亀甲形に配する

Ｂ類
江戸前期～江戸
中期前半頃

大型の円礫を隙間なく敷き詰める

Ｃ類
江戸中期～江戸
後期前半頃

楕円形状の礫を縦横に組み合わせ、側面は斜行積

Ｄ類 江戸後期頃 平面・側面とも円礫を立石並列させる

Ｅ類
江戸後期～幕末
頃

比較的大きめの礫を左右交互の「ハ」の字状に積む

Ｆ類 明治以降 人頭大の扁平な礫を、角度をもたせて左右交互に設置する

名称 築造年 「石積技法分類」による判定 石積みの種類
石の大きさ

（ｃｍ）

①信玄堤 １５４２年 Ｂ類（江戸前期～江戸中期前半頃） 空積／乱積 ３０～６０

②雁行堤 １５８３年 Ｂ類（江戸前期～江戸中期前半頃） 空積／乱積 ５０～１００

③清正堤 １５８８年 除外：現地未調査 不明 ２５～５０

④直江堤 １６１４年 除外：判定基準の石積 空積／乱積 ３０～５０
⑤百間石垣 １６８６年 Ｅ類（江戸後期～幕末頃） 空積／乱積 ３１～５８
⑥羽毛山堤 １８６４年 Ｃ類（江戸中期～江戸後期前半頃） 空積／乱積 ３１～６３
⑦岩神の石堤 １８９７年 Ｆ類（明治以降） 練積／乱積 ３３～４５

⑧烏川の石堤 １９３５年 Ｆ類（明治以降） 空積／乱れ谷積 １７～２６

⑨八幡の石堤 不明 Ｄ類（江戸後期頃） 空積／乱積 ２４～４５

⑩雄川堰 １６４２年 Ｃ類（江戸中期～江戸後期前半頃） 空積／乱積 １３～２０

⑪八幡川砂防堰堤群 １８８１年 Ｅ類（江戸後期～幕末頃） 空積／乱れ谷積 ５５～８５

⑫権現堂川用水樋管群 １９０５年 除外：切石積のため 練積／切石積 ２０・

『八幡の石堤』と 
「石積Ｄ類」の模倣図 

「手塚氏石積技法分類」による判定・種類・石の大きさの分析 

「手塚氏石積技法分類」 石積み構造等の調査結果 

 栃木県足利市葉鹿地先に石積みで構築された石堤があり、地元では『八幡の石堤』と呼称している。また市の
古記録の中に、当該地内に近世に築造されたとされる石堤の記載があるが、この『八幡の石堤』との関連につい
ては明確ではない。本研究では、この石堤の歴史的な評価を行うことを目的とする。具体的には、近隣に現存す
る石堤および用水路等の石積み関連施設の現地調査を実施し、石積み形態等の技術的特徴に関する分析を行
う。その成果を踏まえ、『八幡の石堤』の築造に関わる検討を行い、その歴史的評価について考察する。 

1 はじめに 

（１）分析で使用した「手塚氏石積技法分類」は、石
積みの形態と対応年代が、分析した12箇所の石堤
において概ね符合し、『八幡の石堤』は「石積D類＝
江戸後期頃」と判定した。しかしながら、判定精度
の精査が必要である。 

（２）「石積D類＝江戸後期頃」と判定はしたが工法
は伝承されるものであり、「石積D類」に分類された
からといってその石堤が江戸期に築造されたもの
とは特定できない。 

（３）『八幡の石堤』の築造年代について明確な成
果は得られなかったが、本研究により『八幡の石
堤』は近世の築堤技法の特徴を顕著に示す石堤
であることがわかった。この構造物は土木技術史
および地域史学習の教材・資料として貴重な土木
遺産であることに変わりはない。 

調査内容 

近隣地域に現存
する石堤および
石積み関連施設

の実態調査 

目的 

足利市に現存す
る石堤の構造や
特徴等の検討 

 「手塚氏石積技法分類」
の照合では、立石並列を
特徴とする「石積D類」と判
定した。また、野面石を使
用した空積／乱積という
積み方、さらに石の大きさ
は今回の調査12箇所の比
較から江戸期と明治期の
間に位置しており、この石
積みの特徴は近世の様相
が強いと言える。しかしな
がら、近世における足利
の絵図や明治期の資料に
石堤を想定させる記載が
ない（市の報告）ことも含
め、その年代特定にはさら
なる検証が必要である。 


